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はじめにはじめに

iPhone 6s Plusのバッテリーコネクターを外すにはこの手順をご利用ください。デバイス本体の壊
れやすいコンポーネントがショートしないよう、他の内蔵部品への修理前にバッテリーを取り外す

必要があります。

ツールツール:

P2 Pentalobe Screwdriver iPhone (1)
Suction Handle (1)
Spudger (1)
Tweezers (1)
iFixit Opening Tool (1)
Phillips #000 Screwdriver (1)
iOpener (1)

手順手順 1 — ペンタローブネジペンタローブネジ

iPhoneを解体する前にバッテリーの
残量を25％以下まで放電してくださ
い。充電されたリチウムイオンバッ

テリーにダメージを与えると引火や

爆発の恐れがあります。



解体を始める前に、iPhoneの電源を
切ってください。



Lightningポートの両端に留められた
3.4 mmペンタローブネジを2本外し
ます。
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https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://www.ifixit.com/products/phillips-000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/iopener


手順手順 2 — 開口方法開口方法

リバースクランプを持っていない場

合は、吸盤ハンドルを使って次の３
つの作業を参照してください。



温めたiOpenerやドライヤーなど
で、iPhoneの下辺に1分程度、軽い
熱を当てます。



熱によってディスプレイに装着さ

れている接着剤が柔らかくなり、

開口しやすくなります。



手順手順 3

6s Plus ディスプレイの開口作業
は、ディスプレイ周辺に留められた

薄い接着タブを剥がすことから始ま

ります。交換用の接着タブを使用す
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https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E7%2594%25A8%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/25705


る場合は、作業前に準備してくださ

い。接着剤タブをそのまま使用して

も、機能上は問題ありません。

ディスプレイアセンブリ下側左端に

吸盤カップを取り付けます。



ディスプレイ全体に亀裂が広がって

いる場合は、透明な梱包テープを表

面に貼ると吸盤カップがうまく装着

します。もしくは強力なガムテープ

を吸盤カップの代わりに使用するこ

ともできます。壊れたスクリーン上

に接着ボンドで吸盤カップを固定す

ることもできます。



手順手順 4

 

フロントパネルとリアケースの間にわずかな隙間を作るため、吸盤カップを一定の強さで

ゆっくりと引き上げます。



力強く引っ張るとディスプレイアセンブリにダメージを与えてしまうことがあります。リア

ケースとディスプレイアセンブリの間に小さな隙間を作る程度の力加減にします。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%2587%25E3%2582%25A3%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25A4%25E4%25B8%258A%25E3%2581%25AE%25E3%2583%2586%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2594%25E3%2583%25B3%25E3%2582%25B0/103487


手順手順 5

  

一番最初に開口する安全な場所はヘッドホンジャック上部のフロントパネル下にできる隙間

です。



吸盤カップを持ち上げながら、ヘッドフォンジャック上部の隙間にスパッジャーの平面側先

端を差し込みます。



手順手順 6

 

フロントパネルとリアケースの隙間を広げるようにスパッジャーをひねりながらスライドし

ます。
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手順手順 7

  

吸盤カップをしっかりと引き上げながら、ディスプレイの左側角までスパッジャーの先端を

スライドします。



手順手順 8

 

スパッジャーの先端をフロントパネルとリアケースの間に入れ、押し上げながらデバイス本

体左側までスライドして開口します。
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手順手順 9

 

スパッジャーの平面側先端をディスプレイ下部の右側角に差し込みます。

スパッジャーを右側に沿ってスライドします。
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手順手順 10

 

プラスチックの開口ツールを使ってリアケースを下向きに押さえながら固定し、デバイスを

吸盤カップで引き上げます。



ディスプレイを完全に外さないでください。外さないでください。iPhone上部端に付けられたディスプレイ用の
データケーブルにダメージを与えてしまいます。



手順手順 11

 

吸盤カップの小さな持ち手(ノブ)を引っ張り、ディスプレイから外します。
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手順手順 12

  

デバイス本体上部を蝶番のようにして、リアケースからディスプレイアセンブリのホームボ

タン端を持ち上げ、iPhoneを開きます。


ディスプレイを直角に開き、作業中邪魔にならないよう、後ろ側に衝立を置き開いたまま固

定します。



90度以上ディスプレイを開かないでください。ディスプレイ、デジタイザー、切断しやす
い正面カメラケーブルが本体上部と繋がった状態です。



作業中、ディスプレイがしっかりと固定されるように輪ゴムなどで留めてください。これ

はディスプレイケーブルに予期せぬ圧力が加わらないように保護するためです。



急ぎの場合は、未開封の飲料用缶を使ってディスプレイに立てかけることもできます。
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手順手順 13 — バッテリーコネクタバッテリーコネクタ

基板に留められたバッテリーコネク

ターブラケットから、次のプラスネ

ジを取り外します。



2.9 mmネジー1本

2.3 mmネジー1本

このガイドの作業中、取り外した

ネジの装着場所をメモ書きして安

全に保管してください。再組み立

ての際は、正しい位置に装着して

ください。間違った場所にネジを

取り付けてしまうと、永続的なダ

メージになることがあります。



手順手順 14

 

バッテリーコネクタブラケットを取り出します。
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https://www.ifixit.com/products/magnetic-project-mat


デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めてく

ださい。

手順手順 15

  

スパッジャーの先端もしくは清潔な爪先を使って、基板からバッテリーコネクタの接続を外

します。



手順手順 16

  

作業中、コネクターが誤って接続してしまいiPhoneの電源が入らないように、コネクターの
接続を外したら反対側に折り返します。
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